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Ⅰ 授業の目的 

 疾患を持った患者と家族に対して療養生活の質の向上を提供するプログラムである緩和医療の基本

を学ぶ。更に生命の危機に直面している患者・家族への対応・治療について理解する。 
 

Ⅱ 到達目標 

（1） 緩和医療を概説できる。 

（2） 腫瘍における緩和療法を概説できる。 

（3） がん患者の持っている Total Pain（全人的苦痛）について理解できる。 

（4） Total Pain（身体的・精神的・社会的苦痛）の除去の方法を説明できる。 

（5） Total Pain のうちの Spiritual Pain について理解できる。 

（6） がん疼痛コントロールの適応と問題点を説明できる。 

（7） 医療用麻薬の適正な使用について説明できる。 

（8） 緩和医療における患者・家族の心理を説明できる。 

（9） 終末期患者の療養場所としてのホスピス、一般病院、自宅の違いを理解できる。 

（10） 地域における在宅ターミナルの体制を説明できる。 
（11） チーム医療の重要性を理解し、医療従事者との連携を図る能力が身につく。 

 

Ⅲ 教育内容および講義日程表 

No 月日 曜日 時限 タイトル 内 容 

１ R6.11.18 （月） 5 緩和医療概説 
緩和医療学とは、Total Pain の概念の理解、在宅

ターミナルケア 

２ R6.11.25 （月） 5 身体的苦痛の除去 

がん疼痛コントロール、医療用麻薬の適正な使

用、 

チーム医療 

 

Ⅳ 教育方法 

 講義：スライド、プリントなどを使用する。 

 

Ｖ 評価の方法 

 最終講義時間内に筆記試験を行い、評価は試験の点数により行う。 

 

Ⅵ 推薦する参考書 

  １．WHO ガイドライン成人・青年における薬物療法・放射線治療による疼痛マネジメント 金原出版 

  ２．トワイクロス先生の緩和ケア 医学書院 

  ３．トワイクロス先生のがん患者の症状マネジメント第２版 医学書院 

M-04-23-L 



 

 

Ⅶ オフィスアワー 

 原則毎日 １６：００～１７：３０ 

  【連絡方法】totoro★wakayama-med.ac.jp（担当：月山淑） 

  【実施場所】アポイントメントを取っていただくときにお知らせします 
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